
湯

国の重要文化財 大日如来坐像（蓮台寺のご本尊）

天神神社

蓮台寺の宝！

天馬駒神社

お湯の神様

てん ぱ く

河内温泉・蓮台寺温泉
文化人に愛された温泉場温泉のある暮らし 温泉のある暮らし

県指定史跡 吉田松陰寓寄処
吉田松陰の隠れ家

大日如来坐像をかくまったお寺

地域の人々から尊敬された

正直者の松枝翁
蓮台寺の桃源郷

しだれ桃の里祭り
しだれ桃開花時期の３月下
旬から4月上旬に開催される
お祭り。約300本のしだれ
桃と、木の下に植えられた
春の花が一斉に開花します。
地場産品の売店も並びます。

伝統花火の復活

河内の花火
伝統花火を復活させたい思いか
ら、昭和20年代に伝統製法に
基づく花火づくりが始まりまし
た。毎年10月中旬頃開催の河
内の手筒花火大会で使用される
花火は全て手作りされています。

幕末、明治、大正、昭和の4つの
時代を生きた松枝翁は、地域の
ために道の修理や石垣づくりなど
様々な事を無報酬で行い、大変
尊敬されました。その善行をたた
えた石碑が天神公園にあります。

心温まる物語

現代の花さか爺さん
40年前、蓮台寺に住むおじいさん
が、花好きな奥さんのためにしだ
れ桃の種を庭先にまきました。そ
の庭が現在の「しだれ桃の里」。
おじいさんが亡くなった後も、住
民が引き継いで育て守っています。

共同湯

上の湯権現・下の湯権現
蓮台寺地区に湯を授けてくれた神様を、上の湯権現、下の湯権現とし
てそれぞれ社に祀っています。毎年1月11日に湯権現祭りが行われ、
湯を授けてくれた湯権現と先人の努力に対して感謝の念を捧げます。

蓮台寺温泉は明治初期の温泉番付に記載され、幕末から明治にかけ
て著名人が訪れる下田の奥座敷として認知されていました。当時は多
くの温泉宿が湯の華小径沿いに並んでいました。山本周五郎、大槻
文彦、幸田露伴、与謝野晶子、浜口陽三等多くの文化人が訪れています。

大日の森の

幻の蓮台寺（山号：温泉山）
蓮台寺地区の由来となった 蓮台寺地区の由来となった

蓮台寺という地名は、鎌倉時代の承久年中（1219～1221年）に廃寺
となった幻の寺「蓮台寺」が起源になったとされています。「温泉山」
という山号から、古くから温泉の地であったことがうかがわれます。

立野橋と蓮台寺温泉場の遠望（土屋氏所蔵絵葉書集より）

湯の華小径

大日如来坐像が安置される天神神社は、小高い山の上にあります。
江戸時代には大日如来が祀られている場所として、大日の森と呼ばれ
ていました。天神を祭神とする神社ですが、大日如来をずっと見守って
きました。毎年10月の第2土曜・日曜には秋季例祭が開催されます。

幻の蓮台寺のご本尊と言われている大日如来坐像は、住民から大日
さんと呼ばれ慕われています。800年以上の間ほぼ完全な姿で守ら
れてきたのは、住民の強い信仰心があったからです。大日如来坐像
は平安時代後期の特徴を有し鎌倉時代初期の作とされ、国の重要文
化財に指定されています。

幕末、黒船に乗って海外渡航をしようとした吉田松陰。皮膚病の湯
治のために上の湯権現そばの共同湯に入浴していたところ、医師で
ある村山行馬郎に出会い、村山邸（吉田松陰寓寄処）にしばらく身
を寄せることになりました。村山邸は当時のままの姿で残されていて、
実際に松陰が隠れていた部屋などを見学することができます。

地域では安産の神様として、下半身の冷え性に大変ご利益があると伝
えられています。温泉地らしい謂われです。階段を上がった小高い場
所にある境内からは、稲生沢ののどかな風景を見渡すことができます。

湯谷山広台寺
山号である「湯谷山」に温泉と
のつながりを想像します。明治
時代、多くの仏像などが廃棄さ
れた廃仏毀釈がおきたとき、天
神神社に安置されていた大日如
来坐像をかくまっていました。

1300年
前
の

昔よりこんこんと
湧き

出
で
る
源
泉
　

稲生沢には共同湯と呼ばれる地域のお風呂が点在しています。江戸時
代には混浴だったそうですが、今は男女に分かれています。共同湯は
昔も今も近所の人しか利用できません。この地域では源泉を家のお風
呂に引いている方も多く、温泉が暮らしの一部になっているようです。

お問い合わせ
下田市役所 建設課都市住宅係
TEL：0558-22-2219　FAX：0558-27-1007
Mail：kensetsu@city.shimoda.lg.jp

　蓮台寺温泉には、奈良時代に人助けをしながら仏教を広め
た行基菩薩の伝説が残っています。
　行基は諸国行脚の道すがら、天城を超え、険しい山道を歩
く途中、しばしまどろみ夢を見ました。夢の中に天狗が現われ
て「ここから南に下ると、葦の茂みに温泉が湧くところがある。
これを開いて庶民を救いなさい…」と言いました。行基はこれ
に従い、お告げの場所を錫杖の先で突くと、温泉が湧き出てき
たそうです。このときから地区内数か所で温泉が湧出するよう
になったと伝えられています。

ぎょう　き　ぼ　さつ

蓮台寺

蓮台寺駅

蓮台寺上

湯谷山
広台寺

しだれ
桃の里

3月下旬～4月上旬春の花満喫コース
しだれ桃の里を中心に、満開のしだれ
桃や桜、広台寺のシャクナゲを見るコー
スです。しだれ桃の里祭りや大日如来
坐像の拝観日に合わせて散策するの
がおすすめです！

　しだれ桃や桜などの春の花が一斉に咲き、あたり一面が春らし
い景色に包まれる時期や、温かな手湯や足湯に浸かりたい冬の
時期を稲生沢で過ごしてみてはいかが？　春と秋・冬におススメの
コースを紹介します。

蓮台寺

天神下

蓮台寺駅
蓮台寺駅

10月～3月秋・冬のお手湯コース
お湯に触れ、あたたまりながら散策するコースです。湯の華小径沿いには、あち
こちに源泉から溢れ出たお湯（手湯・足湯）が流れています。日帰り温泉
のある旅館に立ち寄ってゆっくりあたたまるのも
おすすめ。10月7～15日、12月31日～1月
3日は大日如来坐像拝観日です。合
わせてどうぞ。

稲生沢で楽しむ季節めぐり

天神
神社 吉田松陰

寓寄処
大日如来坐像

天神
神社

大日如来坐像

手湯
手湯

手湯

手湯 金谷旅館

クアハウス
石橋旅館

大地の彩
花月亭

手湯
足湯

★「お手湯の手ぬぐい」を道の駅「開国下田みなと」の「まるごと下田館」で販売
　しています。1枚３００円。

湯も温かければ、まちも人もあたたかい。地域への情熱もひとしお…そんな土地柄です。

しだれ桃
シャクナゲ
桜

稲
生
沢
を
みる
、し
る
、ふ
れ
る
。

い
の
う
ざ
わ

お
散
歩
す
る
の
に
ち
ょ
う
ど
い
い
！

散
策
マップ

河
内
温
泉
・
蓮
台
寺
温
泉

行基菩薩

日帰り温泉

 　

稲
生
沢
地
域
の
集
落
、蓮
台
寺
・
河
内
・

立
野
は
、
歴
史
や
文
化
が
感
じ
ら
れ
る
ス

ポ
ッ
ト
が
残
っ
て
お
り
、
の
ん
び
り
と
お

散
歩
す
る
の
に
ぴ
っ
た
り
の
地
域
で
す
。

物
資
の
中
継
地
と
し
て
栄
え
た
立
野

　

江
戸
時
代
は
木
炭
や
薪
を
運
び
出
す

の
に
船
の
運
搬
が
便
利
で
し
た
。立
野
の

中
之
瀬
は
、
稲
生
沢
川
上
流
の
山
間
部
と

下
田
港
を
結
ぶ
中
継
地
と
し
て
絶
好
の

場
所
に
あ
っ
た
の
で
、
小
さ
な
商
店
街
が

形
成
さ
れ
、
と
て
も
賑
わ
い
ま
し
た
。現

在
、
な
ま
こ
壁
の
蔵
や
川
沿
い
の
石
垣
な

ど
、当
時
の
名
残
が
み
ら
れ
ま
す
。

河
内
温
泉
・
蓮
台
寺
温
泉

　

江
戸
時
代
、
全
国
的
に
温
泉
浴
場
が
爆

発
的
に
流
行
し
ま
し
た
。明
治
初
期
の
温

泉
番
付
に
は
河
内
温
泉
と
蓮
台
寺
温
泉

の
名
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。下

田
に
入
港
し
た
船
の
乗
組
員
や
漁
師
、
蓮

台
寺
鉱
山
の
労
働
者
た
ち
も
、
仕
事
が
終

わ
る
と
温
泉
場
に
来
て
疲
れ
た
体
を
癒

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
か
つ
て
ほ
ど
の
賑
わ
い
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
温
泉
と
地
域
の
歴
史
や
文

化
が
、
こ
の
ま
ち
や
人
々
を
支
え
て
き
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
で
温
泉
が
流
れ
、
な

ま
こ
壁
の
古
い
民
家
や
石
垣
、
社
寺
な

ど
、
歴
史
・
文
化
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。地
域
の
歴
史
を
紐
解
き
な
が
ら
、

ぶ
ら
り
気
ま
ま
に
歩
い
て
見
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

蓮台寺駅

吉田松陰
寓寄処
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段
もあ

る長
ーい

石
階

段
を上

ると
ある

神
社

。1
0

月
のお

祭
りで

、神
輿
が

一
気
に石

段
をか

け
あが

る様
子
は迫

力
満
点
。

案
内
人
の熱

弁
が
素
晴
らし
い。

駐
車
場
あり
。

（
入
館

料
：大
人
100
円
、

定
休
日
：水
曜
・年
末
、

時
間
：10
：00
～
16：
00
）

【
重
要
文
化
財
】

大
日
如
来
坐
像
と
四
天
王
像

丸
顔

で
お
だ
や
か
な
お
顔

をし
た大

日
さん

。
大
日
さん

をお
守
りす

る四
天
王
像
は、

もと
はニ

天
で
あっ
たも

のが
後
に二

天
が
補

わ
れ
四
天

王
とな

った
と考

えら
れ
る。

（
拝
観
日
12
月
31
日
～
1月

3日
、4
月
1～

8
日
、1
0月

7～
15日

、時
間
：9：
30
～
15
：30

）

上
の
湯
権
現

共
同
湯

「
松
陰
の
湯
」

吉
田
松
陰
寓
寄
処

寓
寄
処

駐
車
場

（
2台

）

大
日
の
森

下
の
湯

権
現

新
湯
旅
館
跡

掛
塚
屋
跡
地

蓮
台
寺

荘
跡
地

手
湯

山
本
周
五
郎

の
文
学
碑

家
庭
的
な宿

可
憐
な

ナニ
ワイ
バラ

旅
館
さ
く
ら
や

貸
切
温
泉
！

お
宿
 星
め
ぐ
り

日
本
庭
園

が
キレ
イ！

日
本
庭
園

が
キレ
イ！

大
地
の
彩
花
月
亭

大
地
の
彩
花
月
亭

下
田
高
校

立
野
公
園

稲
生
沢

小
学
校

郵
便
局

ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー

カモ
の親

子
！ 道
端
のケ

イト
ウ。

頭
のて
っぺ
んが

エレ
ガン

ト

昔
か
ら変

わら
な
い

下
田
富
士
が
よく
見
える

コシ
アキ

トン
ボ

発
見
！

蓮
台
寺
駅諏
訪
神
社

重
福
院

お
吉
が
淵

熱
海
駅
→

伊豆
急下
田駅
↓

道 の 駅「 開 国 下 田 み な と 」（ 約 ３ k
m ）→

伊豆
急行

蓮
台
寺
川

稲
生
沢
川

た
ち
の
は
し

本
郷
橋

中
之
瀬

中
の瀬

反
射
炉
跡

下
田
高
校

柳
生
口

蓮
台
寺

吉
田
松
陰

寓
寄
処
入
口

天
神
下

蓮
台
寺
上

蓮
台
寺
駅

河
内
温
泉

稲
生
沢

小
学
校

い
ん
ぼ

地
蔵

仏
源
寺

ド
ッ
グ
ガ
ー
デ
ン

び
わ
の
木

あず
まや

で
ほっ
と一

息
。

松
枝
翁
の
碑

天
神
公
園

あっ
つい
よ！

手
湯

三
福
屋

牛
乳
せん

べ
いと
みそ
せん

べ
いを

売
って
い

る。
古
道
具
を使

って
、昔

か
ら変

わら
な

い方
法
で一

枚
一
枚
手
で丁

寧
に

や
いて

いる
。素

朴
でや

さし
い味

わ
い。

ト
ロ
橋

昔
は
トロ

ッコ
が
通

る
橋

、通
称「

トロ
橋

」
が
通

って
いた

。今
は
、

温
泉
の湯

を送
るパ

イ
プに

姿
を変

えた
。上

を
渡
るこ
とは
でき

な
い。

稲
葉
さ
ん
ち
の
足
湯

近
所

のお
じち

ゃん
たち

が
作
った
足
湯
。手

作
り感

満
載
でほ

っこ
り。
ご

自
由
にど

うぞ
！

ふ
じ
や
食
堂

地
元
に愛

され
てい

る食
堂
兼
お
弁

当
屋
さん

。お
す
すめ

は5
00
円
のラ
ン

チセ
ット
。（
開
店
：日
曜
・祭

日
を除

く11
：00
～
14：
30
頃
まで

）図
書
喫
茶
こ
れ
ば

絵
本
や
漫
画
、ガ

チャ
ガチ

ャが
並
ぶ
楽
しい
空

間
。大

判
焼
き、
焼
き

そば
、ク
レー
プな

ど販
売

（
テイ
クア

ウト
可
）。

藤
本
さ
ん
の
庭

16年
か
け
てつ
くっ
た
趣

味
のお

庭
。

山
か
ら持

って
きた
草
木
を育

てて
いる

。

お
も
て
な
し
の
馬
車
道

渡
辺
信
さん

手
作
りの
案
内
所
。戦

前
の教

科
書
や

雑
誌
など

面
白
いも

の色
々。

（
開
店
：土
・日

9：0
0～

16：
00
 電

話
：05
58
-2
2-
567

2）

子
育
て
地
蔵

近
所

の人
が
大

切
にし

てい
る。

この
地
蔵

に
は
、

恩
讐

を越
え
た
物

語
が
伝

えら
れ
てい

る。

湯
谷
山
広
台
寺

気
品
と静

か
な
たた

ず
まい

に
癒
され

る境
内
。1
1の
顔
を持

つ十
一
面

観
音
菩
薩

は
、

30
年
に1
度
御

開
帳
され

る。

広
台
寺
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

広
台
寺
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

広
台
寺
の裏

山
に約

10
種
30
0

本
もの

シャ
クナ

ゲが
群
生
して
い

る。
訪
れ
る人

を喜
ば
せた

くて
住

職
が
植
え
たそ

う。（
開

花
時

期
：３月

末
か
ら４
月
上
旬
頃
）

広
台
寺
の裏

山
に約

10
種
30
0

本
もの

シャ
クナ

ゲが
群
生
して
い

る。
訪
れ
る人

を喜
ば
せた

くて
住

職
が
植
え
たそ

う。（
開

花
時

期
：３月

末
か
ら４
月
上
旬
頃
）

し
だ
れ
桃
の
里

し
だ
れ
桃
の
里

しだ
れ
桃

の間
にボ

ー
ドウ

ォー
クが

敷
か
れ
てい

て、
満

開
の

花
の中

を歩
くこ
とが

でき
る。

（
開
花
時
期

：3月
下
旬
頃

）

バス
停

お手
洗

い
腰

掛
け

駐
車
場

日
帰
り温

泉

マッ
プ上

のマ
ーク
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天
馬
駒
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ほこ
らの
背
後
の巨

石
は、

烏
帽
子
岩
。パ

ワー
スポ

ット
のよ
う。

稲 生 沢 を 歩 い て い る と 、 石 垣 と 石　 の 路 地 、 バ シ ャ バ シ ャ と

音 を 立 て て 湯 が 流 れ 落 ち る 石 の 器 、 古 い な ま こ 壁 の 家 、

古 く か ら 続 く 温 泉 宿 な ど 、 ど こ か 懐 か し い

風 情 あ る 景 色 に 出 会 う 事 が で き る 。

アユ
釣
り

か
な？

大
きな

ヤシ
の木

！

有
料

駐
車
場

伝
統
の

奉
納
相

撲

県
指
定

文
化
財 ツツ
ジ
と

ムク
ゲが

たく
さん

明
治
の建

物
が

今
も残

って
いる
…
…

吉
田
松
陰
が
湯
治

のた
めこ
っそ
り入

った

余
った
温
泉
が
ジャ

バジ
ャバ

流
れ出

てい
る。

湯
量
が
豊
富

河
内
温
泉
！

圧
巻
のヒ
ノキ
風
呂
。

唐
人
お吉

が
身
投
げ
した
と

いわ
われ

る場
所
。新

渡
戸

稲
造
が
供
養
のた

めに
お吉

地
蔵
を建

立
した

金
谷
旅
館

あこ
が
れ
の

清
流
荘

創
業
130
年

ク
ア
ハ
ウ
ス

石
橋
旅
館

手
湯

こん
なと
ころ
に

バナ
ナの
木
が
！

稲 生 沢 を み る 、し る 、ふ れ る 。

お 散 歩 す る の に ち ょ う ど い い ！

散
策
マッ
プ 河 内 温 泉 ・ 蓮 台 寺 温 泉

湯の華
小

径

P

天
神
社
コ
ー
ス

稲
生
沢
散
策
お
ス
ス
メ
コ
ー
ス

湯
の
華
小
径

コ
ー
ス

歴
史
探
訪
コ
ー
ス

た
っ
ぷ
り

オ
ン
ラ
イ
ン
で

散
策
を
楽
し
む

吉
田
松

陰
寓
寄
処

天
神

神
社

子
育
て

地
蔵

吉
田
松

陰
寓
寄
処

上
の湯

権
現

下
の湯

権
現

中
之

瀬
湯
の華

小
径

天
神

神
社

より
詳
しい

情
報
をW

EB
上
で公

開
して
いま

す
。右

のQ
Rコ
ー
ドを

チェ
ック
！ 

GP
S機

能
でマ

ップ
上
に自

分
の位

置
が
示
され

ます
。明

治
・大

正
時

代
の写

真
が
載
って
いる

ので
、現

在
の風

景
との

比
較
を楽

しめ
ます

。た
くさ

ん
歩

いた
ら

日
帰
り温

泉
へ！

情
緒
あふ

れ
る風

景
が
残
って
ます

。

気
軽
にお

散
歩

を楽
しめ
るコ
ース

。
時
間

：15
分

（
約
35
0ｍ

）
（
約
18
0ｍ

）
（
約
70
ｍ）

（
約
20
ｍ）

（
約
40
0ｍ

）

（
約
90
0ｍ

）
（
約
70
0ｍ

）

時
間

：2
0分

（
約
42
0ｍ

）

時
間

：6
0分

（
約
1,6
00
ｍ）

稲
生
沢
む
か
し
ば
な
し

稲
生
沢
の
今
と
昔
を
比
べ
よ
う
！

下
の３
つの
写
真
は大

正
～
昭
和

に蓮
台
寺
で
撮

影
され

たも
の。

これ
らの
場
所

は
現
在
も残

って
いま

す
。ど

こに
ある

のか
探
して

写
真
を撮

って
みま

しょ
う。
吉
田
松
陰
寓
寄
処
で、

撮
った
写
真
の枚

数
に応

じて
オリ
ジ
ナル

ポス
トカ
ード

が
貰
えま

す
！

金
谷
旅
館

大
正
4年

に建
てら
れ
た『

千
人

風
呂
』は

、浴
槽
か
ら壁

や天
井
まで
全
てが

ヒノ
キ造

りで
圧
巻
。

稲
生
沢
の
温
泉
紹
介

新
湯
旅
館

戦
後

、銅
版

画
家

で
あ
る浜

口
陽
三
が
２年

程
滞

在
した

。
浜

口
は
滞

在
中

に、
旅

館
の

庭
先
で山

羊
を

育
て
、チ

ー
ズ
を

作
って
ふ
るま
った
エ

ピソ
ー
ドが

ある
。

掛
塚
屋

「
湯

の
村

や
 

ゆ
め
ば
か
りな

る 
春
の雪

」。
これ

は
小

説
家

幸
田
露
伴
が
掛

塚
屋
で
作

った
俳
句

。な
ん
とも

や
わ
らか

く、
蓮

台
寺

らし
さに

あ
ふ
れ
てい

る。

蓮
台
寺
荘

小
説

家
の
山

本
周
五
郎
が
た

び
たび

滞
在
して

執
筆
活
動

に当
たる

な
ど、

人
気
の

あっ
た
数
寄
屋
造

り
の
純

和
風

旅
館

でし
た。

耐
震
化
が
うま
く進

まず
閉

館
した

。

立
野
に
は
正
月
に
餅
を

食
べ
な
い
風
習
が
あ
る
。

昔
、立

野
の氏

神
様
は、

元
日

の
朝

お
雑
煮
を召

し上
が
り、

餅
が
のど

につ
か
えて

亡
くな

られ
た
。そ

れ
以
来

、立
野

の人
達
はお

正
月
の
餅

を食
べ
な
い事

にな
った

。
実
際

、「
そん

な
馬
鹿
な
事
は
な

い。
」と
言
って
餅

を食
べ
た者

が
火

のた
たり

にあ
った
ので

、今
でも

立
野

の人
達
はこ

のき
まり
を守

って
いる

。

南
豆
馬
車
鉄
道

昔
、蓮

台
寺

鉱
山
の

鉱
石
を、

馬
車
鉄
道

で
下
田

港
まで

運
ん

だ
。地

元
の人

は「
馬

鉄
」「
トロ
馬
車

」と
呼

ん
だ
。廃

線
後

、路
線

跡
に
沿

って
、温

泉
のパ

イプ
ライ

ンが
引

か
れ
、下

田
港

の方
まで

伸
び
てい

る。

中
之
瀬

江
戸
時

代
、山

か
ら木

を運
ぶ

の
に水

運
を利

用
して

い
た
。中

之
瀬

には
船
着
き場

が
あり

、山
間

部
と下

田
港

を結
ぶ
中

継
地
とし
て発

展
した

。大
正
時

代
に
は
銀

行
や
会

社
、様

々な
商

店
が
軒

を連
ね
、と
ても

にぎ
わ
って

い
た
。伊

豆
石

とな
まこ

壁
の
建

物
、川

沿
い
の
石
垣

な
ど
、当

時
の雰

囲
気
を醸

し出
して
いる

。

日
帰
り温

泉

9～
22
時
まで

清
流
荘

あ
こが

れ
の
高

級
旅

館
。

197
9年

、サ
ミッ
ト

で来
日
した
カー

ター
米
国
大
統

領
が
立
ち寄

り、
一
家
で昼

食
を

とっ
た
こと
で
も有

名
。

ク
ア
ハ
ウ
ス

石
橋
旅
館

豪
壮
な唐

破
風
造
りの
玄
関

とロ
ビー

の八
十

八
面
格
天
井

の漆
喰
い造

り
の花々

は必
見
。

日
帰
り温

泉

10～
21時

まで

大
地
の
彩

花
月
亭

数
寄
屋
造
りの

純
和
風
の旅

館
。3

00
坪

も
の
広

大
で
優

美
な
日
本

庭
園
でく

つろ
げ
る。

日
帰
り温

泉

14
～
18
時
まで

旅
館
さく
ら
や

地
下
か
ら湧

き
上
が
る源

泉
そ

のも
のに

浸
か
る

こと
が
で
きる

。
家
庭

的
な
雰

囲
気
の旅

館
で
ご主

人
の笑

顔
と人

柄
に

癒
され

る。

お
宿
星
め
ぐ
り

す
てき

な
若
夫

婦
が
営

む
お

宿
。地

元
の新

鮮
な
食

材
を

使
用
した

海
の

幸
・山

の幸
の豊

富
な

創
作

料
理

は
とっ
ても

美
味
しい
。

か
つて

稲
生

沢
に
あ
った

旅
館

や
鉄

道
と、

昔
か
らの

風
習

を紹
介

しま
す
。

～
河

内
温

泉
・蓮

台
寺

温
泉
～

1
2

3


